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緒言

拙論は、1980年 か ら現在 までの オース トラリア における 日本研究 の動 向を、人文科学 に絞 って

考察 してみ ようとする ものである。便宜上、人文科学の定義はかな り狭 く考 えて、民族学、社会

学、経済学、政治学な ど社 会科学 に属す るべ き分野 はここで は一応 除外 するこ とに した。情報源

と して今 この時 点 で 最 も主要 な もの は、豪 州 ア ジ ア学協 会(AsianStudiesAssociationof

AustraliaInc.,ASAA)の 発 行 してい る 『AsianStudiesReview』(ア ジ ア研 究評 論)が 年一 回

特集す る 「AustralianPublicationsonAsia」(オ ー ス トラリアのア ジア関係 出版物)と い う文

献 目録 である。 ここに挙 げられてい るオース トラリアにおける 日本関係の刊行物の情報源 は、印

刷物 と して はほ とん どこの 目録 であ るが 、豪州 日本学協 会(JapaneseStudiesAssociationof

Australia.)が 二 年 に一度 開催 す る学会 の分 析や筆者 が個 人的に知 己 を得てい る研究者 か らの情

報、あ るい は各種刊行物 の文献索引 を参考 に して論 を進めてい きたい。全体 を三部 に分 け、第一

部 は、日本文学 関係 の出版物 についての考察、第二部 は、日本歴史関係 、そ して第三部 は、美術 ・

音楽 を含 む芸術一般お よび言語関係 の出版物 を考察 していこうと思 う。最後 には、教 育機 関別の

研究状況 を報告 しよ うと思 う。

1.1980年 ～1994年 までの 日本 文学 研究

1970年 代 末か ら1980年 代 の初 めにか けて、外国生 まれの研 究者に よる 日本文学研究へ の貢献が

目だってい る。外国生 まれの研究者 は、主 に英国 、アメ リカ、そ して 日本の出身者で、研 究の基

礎全般 にわたって さまざまな形 で貢献 しているが 、 とくにオース トラリアの大学教育 と、そ して

出版へ の貢献 にめざま しい ものがあ る。オース トラリアは、二世紀 にわたって海外か らの移住者

が築いた社会基盤 の上 に建つ社会であ り、 オース トラリアに長 く腰 を落 ち着 けて いる海外研究者

も多いが 、短期 間だけのオース トラリア滞在 とい う研 究者 も少な くない。現在 ケ ンブ リッジ大学

の主任教 授であ る リチ ャー ド・バ ウ リング(RichardBowring)は 、 当時モ ナシュ大学で教鞭 を

とってお り、1979年 に画期的な学術書 『MoriOgaiandtheModernisationofJapaneseCulture』

(CambridgeUniversityPress,1979)を 出版 してい る。英国出身の学者二 人、 日本在住 の詩人

ジェームズ ・カーカ ップ(JamesKirkup)と 、 シ ドニー大 学で東洋学教授 として25年 以 上勤 め

たA・R・ デー ビス(A.R.Davis)は 、 共 同で1978年 にUniversityofQueenslandPressか ら

「AsianandPacificWritingSeries」 の 一環 として、『ModernJapanesePoetry』 を 出版 した。

これは翻訳書 として重要 な一冊であ る。1979年 に は、当時 も今 もシ ドニー大学で教鞭 をとってい
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る小林 弘子が東 京の東洋文 庫か ら 『TheHumanComedyofH:eianJapan(AStudyofKonjaku

Monogatarishu)』 を出 してい る。香港 を本拠 とす るイギ リス人、グ レアム ・ウィル ソン(Graeme

Wilson)も 同 じ時期 にオース トラ リアの学術 雑誌 に 日本 の詩人 につ いての論文 を数篇書 いてい

る。

オース トラリア生 まれの学者 で クイーンズ ラン ド大学 の 日本研 究主任教授 と して長 か った故

ジ ョイス ・アクロイ ド(JoyceAckroyd)は 、1979年 に東 京大学 出版会か ら 『折 りた く柴の記』

の翻訳書 『ToldAroundaBrushwoodFire:TheAutobiographyofAraiHakuseki』 を 出版 して

いる。 この時期 には、 クイー ンズ ラン ド大学 とシ ドニー大学 が 日本文学研究 の中心で あ り、 オー

ス トラ リア人の若手の学者 、ナネ ッ ト・トワイン(NanetteTwine、 現 在 はゴ ッ トリエ ブGottlieb)

と私 もこの頃か ら、それぞれ言文 一致運動 と有島武郎 につ いての論文 を雑誌 に発表 して学術活動

を始めてい る。

1978年 に豪州 日本学協会(JapaneseStudiesAssociationofAustralia、JSAA)が 発 足 し、オー

ス トラ リアにお ける日本研 究 は多大な支援 を得 ることにな った。1981年 に学会発表論文集の創刊

号 『ANorthernProspect:AustralianPapersonJapan』 が ハ ロル ド・ボライ ソとアラ ン ・リッ

クスの編集 で まとめ られ、 日本文学 関係 では、ジェー ン ・デ ビッ ト(J.C.Devitt)の 上 田秋成論

とリース ・モ ー トン(LeithMorton)の 有 島武郎論 が掲 載 されて いる。 シ ドニ ー大学 を中心 に

長 く刊 行 を続 けてい るJournalofOrienta1SocietyofAustralia(JOSA)は 、 『Austrina』 と題

す る協会創立25周 年 記念号 を1982年 に刊 行 した。 ジ ョイス ・アクロイ ドは高村光太郎論、 オース

トラリア国立大学(ANU)の イ ギ リス人、 リチ ャー ド・メース ン(RichardMason)は 『新古

今集』論、 シ ドニー大学の松井朔子 と小林弘子 はそれぞれ三島 由紀 夫論 と 『梁塵秘抄』論 をこ こ

で発 表 して お り、1980年 代 を通 じ1990年 代 まで精力 的にJosAの 誌 上で活躍 を続 け る各学者 の

研究領域が よく現 われてい る。

1980年 代 の中ほ ど も外 国生 まれの学者が 日本文学研究 に大 きな貢 献 を続 けてい る。 リチ ャー

ド ・メース ン(RichardMason)は 西 行 につ いて、R.マ シ ュー(R.Matthew)は 日本 のSFに

つ いて、クイーンズ ラン ド大学発行の 「OccasionalPaper」 に書 いている。英 国の学者、ピー ター ・

コーニツキ(PeterKornicki)は 、 この ころほんの短期間 だが タスマ ニア大学 にいて、「貸本屋」

についての論文 をい くつか書 いた。 それ よ り少 し前 の1982年 に は、好著 『Thereformoffiction

inMeijiJapan』 を オックス フォー一ド大学東洋学部委員会 の支援 の もとにIthacaPressか ら上梓

してい る。 アメ リカ人の学者、 ドリュー ・ガースル(DrewGerstle)は 、 今 はロン ドン大学 の 日

本研 究教授:であ るが、 このころオース トラ リア国立大学 の 日本研究科主任教授の職 にあ り、1986

年 にHarvardUniversityPressか ら 『CirclesofFantasy:ConventioninthePlaysof

Chikamatsu』 を 出 して いる。 マー ク ・モ リス(MarkMorris)も また アメ リカ人の研究者 で、

この時期 にはアデ レー ド大学で教鞭 をと りなが ら蕪村 や子規 、 また和歌 につ いての論文 を各種 の

雑誌 にい くつ か発 表 して いる。ガース ルは、江戸時代 の 日本 をテーマ に したJSAA学 会 の発 表

論文集 『18thCenturyJapan』 を編 集 し、1989年 にAllen&Unwin社 か ら出版 した。 この論 文

集 には、ガースルやモ リス による 日本文学関係の論文の他 に、トーマス ・J・ ハーバ ー(Thomas

J.且arper)の18世 紀 にお ける 『源氏 物語』 について の論 文 も収録 されてい る。ハ ーバ ーは アメ

リカ人の学者 で、数年前 にオース トラ リア国立大学 を辞 して レイデ ン大学へ移 っている。ケ ネス ・
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ヘ ンシ ャル(KennethHenshall)は 、 シ ドニ ー大 学 の ジ ェフ リー ・サ ー ジェ ン ト(Geoffrey

Sargent)教 授 の もとで博士過 程 を終 えたイギ リス人の学者で、今 はニ ュージーラ ン ドで教 鞭 を

とってい るが、1987年 にE.J.Brillか ら 田山花 袋 の 『東 京 の30年 』 の英 訳 『LiteraryLifein

Tokyo』 を 出版 してい る。その前1981年 に もヘ ンシ ャルは東京大学 出版会か ら花袋の作品の英訳

を出 してい る。

オース トラ リアの学者 では、 シ ドニ ー大学のH.D.B.ク ラ ーク(H:.D.B.Clarke)がJOSAや

そ の他 に沖縄の詩集 『お もろ草紙』 の英訳 を発表 し始めて いる一方、 リース ・モ ー トン(Leith

Morton)は1988年 にAllen&Unwinか ら 『DividedSelf:ABiographyofArishimaTakeo』 を

上梓 している。 沖積舎 か ら1986年 に 出版 された 『萩原朔太郎:詩 的 イメージの構 成』 を書 いた岸

田敏子 は この頃モ ナシ ュ大学 で教鞭 を とっていたが、現在 は出身校 の東京大学へ 助教授 として

帰 ってい る。 この頃、主 にシ ドニー大学や クイーンズラ ン ド大 学、ANUな どで上級(honours)

の 学 部生 と して、あるいは大学院生 として 日本 の古典 や現代文学 の学位研究 をそ ろそ ろ終 えよう

としていた オース トラリア生 まれの若手研 究者 がかな り多数 くいたこ とを特筆 してお きたいと思

う。 しか し、萩原朔太郎 についての博 士論文 を書 き現在 はマー ドック大学 で教 えている牟 田お り

え、西脇順 三郎 について の博 士論文 を書 き現在 は シ ドニー大学 で教 えてい るク レアモ ン ト康子

(YasukoClaremont)、1910年 ごろの反 自然主義の研 究で博士 号 を受け クイー ンズ ラン ド大学 で

教 えてい る青 山朋子 な ど、大学 院の学生 は 日本で生 まれ教育 を受けた者が大多数 を占めていた。

ワイル ド ・ピオニー ・プ レス(WildPeonyPress)は 、80年 代 末 にシ ドニ ー大学東 アジア シリー

ズ を発足 した。 これ はモナ シュ大学 、ANU、 ラ ・トローブ大学 、グ リフィス大学 といった オー

ス トラリアの大学が発行す るアジア関係 の紀要論文やモ ノグラフを集めて シ リーズ と して 出版す

る ものであ る。 ワイル ド・ピオニーの シ リーズ には 日本文学関係 の本が多種 出版 されてお り、

A.R.デ ー ビス(AR.Davis)の 英 訳 による金子光春 の 自伝 『Shijin』(1988年)、 松井 朔子の英

訳 による谷崎潤一郎の 『ACat,ShozoandTwoWomen』(1988年)、 モー トンの編集 に よる クラー

ク、松井 、モー トン共訳 の短編集 『SevenStoriesofModernJapan』(1991年)、 ク レアモ ン ト

の英訳 による 『Gen'ei:SelectedPoemsofNishiwakiJunzaburo』 が このシ リーズに入 っている。

また、 しば ら くグ リフィス大学で教 えてい た松本 ともねは、 『TheShowaAnthology』 と題す る

翻訳現代短編集2巻 を共 同編集 し、講談社か ら1985年 に 出版 してい ることもここに挙げてお きた

い0

1990年 代 初頭 の出版物 のなかで 目立つ ものを挙 げる と、ナネ ッ ト ・トワイ ン(NanetteTwine)

の 『LanguageandtheModernState:ThereformofWrittenJapanese』(Routledge、1991年)・

モ ー トンの 『MtFuji:SelectedPoemsbyKusanoShinpei』(Katydid/OaklandUniversity、

1991年)と 同 じ くモ ー トンの 『AnthologyofContemporaryJapanesePoetry』(Garland、1993

年)が あ る。元 はシ ドニー大学でい まはANUに い るキ ャロル ・ヘ イズ(CarolH:ayes)や 、牟

田お りえ、青山朋子、滝 ひろみ など、1980年 代 末か ら1990年 に かけて博:士過 程 を終えた研 究者達

が そろそ ろ著作 を発表 し始めてい る。 この四人の うち一人 を除いて全員が現代 日本詩歌専攻 なの

はち ょっ とお もしろい。海外 か ら最近来豪 したアメ リカ人 のロイヤル ・タイラー(RoyallTyler)

は 、ANUで 今 『源氏物語』 の新 しい英訳 に取 り組 んでお り、 オース トラ リアにおけ る日本文学

研 究に大 きなイ ンパ ク トを与 えている。シ ドニー大学で松 井朔子の指導 をうけて博 士過程 を終 え、
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今はタスマニア大学にいるマリア ・フルーシュ(MariaFlutsch)は 、夏目漱石についての研究

を出版 し、今はごく最近の小説をテーマに研究活動を続ける中堅研究者で、世紀の変わ り目が近

づ くのに並行 して文学研究の新世代を迎え入れる意気さかんなオース トラリア人研究者グループ

の典型的な一員である。

2.1980年 か ら1994年 までの 日本歴 史研 究

日本文学 の研究 と同 じく、 オース トラリア にお ける 日本歴史の研究 も戦前か らその歴史が始 ま

るが、海外 か らの学者が ほ とん どであ った。 しか し、80年 代 の初め になると、 日本歴史の研究 に

対 する貢献 のほ とん どは、 オース トラ リアで生 まれ、大部分 の教育 をオース トラ リアで受 けた研

究者 に よる ものに変 わって きた。 オース トラ リアにおける 日本歴史研究の長老的存在であ るハ ロ

ル ド ・ボ ライソ(HaroldBolitho)は 、 今 はハーバー ド大学 にい るが、当時モ ナシュ大学 にいて

各種の雑 誌 に幕末 の歴史 につ いて精力 的に発 表 していた。当時 も今 もANUの ビア トリス ・ボダ

ル ト=ベ イ リー(BeatriceBodart-Bailey)も 同 じ時代 について各 種の雑誌 に発表 してい る。 日

本経済史の研究 のパ イオニアは、オース トラ リアで生 まれ、教育 を受けたANUの シ ドニ ー ・ク

ローコー(SydneyCrawcour)で 、 雇用 史 につ いて活発 に発表 して いた。経 済史 は、当時 も今

もオース トラリアの研 究者 にとって重要 な分 野で、 クイーンズ ラン ド大学 のアラ ン ・リックスや

ニューサ ウス ウェール ズ大 学の ウ ィリアム ・パ ーセル(WilliamPurcell)が ど ち らも戦後の経

済史の研 究論文 を数 々の出版物 に発 表 してい る。 オース トラリア人 にとって とくに興味 の深 い歴

史の分野 は、第二次大戦 中、 日本人 によるオース トラリア人捕虜 に対 す る待遇 である。70年 代 末

に反対 の立場、つ ま りオース トラリアの収容所か ら脱走 を企てた 日本人の捕虜 につ いての本が 二

冊 出版 されてい る。 シ ャーロ ッ ト ・カー=グ レッグ(CharlotteCarr-Greg)の 『JapanesePris-

onersofWarinrevolt』(UniversityofQueenslandPress、1978年)と ハ リー一・ゴー ドン(H:arry

Gordon)の 『DieLiketheCarp』(Cassell、1978年)で あ る。 この分野 は、 日本歴史の うちで

最 も人気 のある研究分野 で、ビルマ ・タイ鉄道 につ いてのオース トラリアと日本の学者 による論

文 を編集 して一冊 にまとめ たANUの ギ ャバ ン ・マ コーマ ック(GavanMcCormack)に よ る貢

献が最近 の ものであ る。近年、 この分野 の出版量 は非常 に多 く、その中で も目だ ってい るの は

ANUに い るオース トラリア人の研 究者 、ハ ンク ・ネル ソン(HankNelson)で あ る。

海外か ら来た歴史学者で80年 代 初期 に活躍 していたのは、アメ リカ人のスティーブン ・ラージ

(StephenLarge)で 、 その ころはアデ レー ド大学 にいたが、今 はケ ンブ リッジ大学 に移 ってい

る。20世 紀 の労働 史について研究 してお り、著書 の 『OrganisedWorkersandSocialistPolitics

inInterwarJapan』(CambridgeUniversityPress、1981年)は 高 く評価 されて いる。 また、 ア

メ リカ人 の歴史学者デ ビッ ド・L・ デ ービス(DavidL.Davis)は シ ドニ ー大学 にその ころいて、

JOSAや そ の他 の雑 誌 に 日本の 中世 史につい て発 表 していた。同 じくアメ リカ人 の歴 史家 ジ ョ

ン ・ウ ィー ク(JohnWeik)は 、 クイー ンズ ラン ド大学 に今 もいて、 日本の中世 と近世 史につ い

て活発 に研究活動 を行 っていた。

80年 代 中期 の歴 史研究 には、 オース トラ リア人 の活躍が 目立つ。1981年 に ニ ュージーラ ン ド人

の人類学者 ウィ リアム ・ニ ュー ウェル(WilliamNewell)は 、 シ ドニ ー大学 にいて、『Japanin

Asia1942-1945』 と題 す る論 文 集 を編 集 して い る。 同 じ年 のJSAAの 学 会発 表 論 文 集 『A
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NorthernProspect』 を見 る と、 ビア トリス ・ボ ダル ト=ベ イ リーの徳川 第五代 将軍 につ いての

論 文があ り、 また レズ ・オーツ(LesOates、 メ ルボル ン大学)は 汎 アジア主義 を唱 えた二 人の

日本 人 につ い ての論 文 を発 表 してい る。1985年 に、 オー ッの著書 、 『PopulistNationaiismin

PrewarJapan:ABiographyofNakanoSeigo』 が 、Allen&Unwin社 か ら先 に挙 げたガースル

とモー トンの本が入 っている豪州 日本学協 会(JSAA)シ リーズの一冊 として出版 されてい る。

ア ラ ン ・リックス も積 極 的 に活 動 して お り、 『ComingtoTerms:ThePoliticsofAustralia's

TradewithJapan』(Allen&Unwin、1986年)や 『TheJapanandBataviaDiariesofW.Mac-

mahonBall』(1988年)を は じめ い く冊 かの モ ノグ ラ フ を出版 してい る。80年 代 を通 じて、

ANUの ジ ョン ・ケ イジ ャー(JohnCaiger)と リチ ャー ド・メ イソ ン(RichardMason)に も

現代 政治史 についての出版 がある。

この同 じ時期 に、海外か らの学者 も 日本歴史の色々 な分野 において重要な役 割 を果 た している。

イギ リス人 の学者、 イアン ・イ ンクス ター(lanInkster、NSW大 学)は 現代経 済史、 と くにテ

ク ノロ ジーの遷移 につい て数多 くの論文 を発 表 し、著書 『Science,TechnologyandtheLate

DevelopmentEffect:TransferMechanismsinJapan'sIndustrialisation1850-1912』 は、1981

年 に 東京で 出版 されている。 同 じくイギ リス人の学者で今 はANUに い るテサ ・モ リス=ス ズキ

(TessaMorris-Suzuki)は 、1984年 に 『Showa:AnInsideHistoryofHirohito'sJapan』 を 出

版 して高い評価 を受けてい る。アメ リカ人の歴 史家で、著書 『JapaneseWorkersandtheStrug-

91eforPower1945-1947』 で よ く知 られ てい る ジ ョー ・ムー ア(JoeMoore)も こ の 頃ANU

に勤 めて いた。ANUに は また、オ ース トラリア人の学者、D.C.S.シ ソ ンズ(D.C.S.Sissons)

が19世 紀 か ら20世 紀初頭 の 日豪 関係 史について論文 を数多 く発表 してお り、80年 代 を通 じて活動

的であ った。

80年 代 に色々な分野で広 く活躍 しているのは、オース トラ リア人の学者 ギ ャバ ン ・マ コーマ ッ

ク(GavanMcCormack)と ラ ・トローブ大学の杉本 良夫 で、 この二人 は1986年 に 『Democracy

incontemporaryJapan』 と題 す る本 を共同編集 した。 この一冊 には、若手 のオース トラ リア人

の歴 史学 者 に よる論 文 が 多 く載 って お り、今 は メル ボ ル ン大学 にい るベ ラ ・マ キー(Vera

Mackie)や グ リフィス大学 の主任教 授 になったサ ン ドラ ・バ ックレー(SandraBuckley)に よ

る新 しい 日本 の状況 におけ る女性 についての論文が見 える。マ コーマ ックと杉本 はまた、JSAA

の 学 会発表論 文集 『TheJapanesetrajectory:ModernisationandBeyond』 を共 同編集 して1988

年 にCambridgeUniversityPressか ら出版 してお り、 この一 冊 もオース トラ リア人の歴史学 者

の論文 を多数掲載 してい る。そのほか、ベ ラ ・マキーは、 フェ ミニス トの政治学 と母性 、 日本に

お ける平和主義 などについての論文 をい くつか80年 代 後半 に書いてい る。モナシ ュ大学 を経 て今

はANUの 若 手 歴史家、モ リス ・ロウ(MorrisLow)は そ の ころ シ ドニー大学 で博 士課程 をそ

ろそ ろ修了 しようと してお り、 日本の科学の歴史 について、 と くに20世 紀 の物理学についての論

文 を各種の学術雑誌 にどん どん発表 しは じめてい る。80年 代 の終わ りを飾 るの は、テサ ・モ リス

=ス ズ キの画期 的 な著書 『AHistoryofJapaneseEconomicThought』(Routledge 、1989年)

で あ る。

1990年 に入 って、 シ ドニ ー大学 は 日本 を専門 とす る歴史学者 を3人 迎 えて、歴史学 は大 きな刺

激 を受 けた。 アメ リカで生 まれて教 育 を受 けたエ リーズ ・テ ィ ップ トン(EliseTipton、80年 代
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半 ば に就任)は 、 『PoliceState:TheTokkoinInterwarJapan』(Allen&Unwin/University

ofH:awaiiPress、1991年)の 著者 で、最近 は女性 史につい ての研 究 を進 めてい る。現代思想 史

を専 門 とす る リッキー ・カーステ ン(RikkiKersten)と 経 済史専 門のマ シュー ・ア レン(Matthew

Allen)と い うオース トラリア生 まれの歴 史学者が二人 シ ドニー大学 に新 しく入 った。 ア レンの

方 はオークラ ン ド大学 に移 って今 は現代労働 史 について研究 してい る。現代 日本歴史 を専 門 とす

るオース トラ リア人 の歴史学者で90年 代 に入 って活躍 しは じめたの は、 ラ ・トローブ大学のサ ン

ドラ ・ウ ィル ソ ン(SandraWilson)と と モ ナ シ ュ大 学 の フ リー ダ ・フ レイバ ーグ(Freda

Freiberg)で 、 二人 とも戦前の満州 について研究 中で ある。 また、 アデ レー ド大学のヘ リー ン ・

ブラウン=ラ デ カー(且eleneBrown-Raddeker)は 、戦前 の思想 史につ いて研究 して いる。ギ ャ

バ ン ・マ コーマ ックと杉本良夫 は、英語ばか りで な く、日本語 で もどしどし出版 してい る。最近 、

徳川綱吉 とケ ンペルについての 日本語 の本 を出版 したボダル ト=ベ イ リーを90年 代 の歴史学者の

リス トにぜ ひとも加 えておかなければな らない。オース トラ リアにおける 日本歴史研究 は、 これ

か ら先、 日豪共同の プロジ ェク トが普遍化す る方向へ 向か ってい くことをこの傾 向が示 してい る

と言 えるか も しれ ない。

3.日 本芸術の研究 と語学

1980年 以 来の オース トラリアでの 日本語学研 究 は、 はじめの うち は海外 か ら来た二人の学者が

優 位 を占 め て い た。ANUで 日 本研 究科 主 任 教 授 を長 年 勤 め た ア ン トニ オ ・アル フ ォ ンソ

(AntonioAlfonso)と モ ナシュ大学 で10年 間 あ ま り同 じ く日本研究 科主任教授で あったジ リ ・

ネオス トゥプニ(JiriNeustupny、 今 は大 阪大学 にい る)の 二人であ る。 この時期 のアルフ ォン

ソの著書 は、主 に中高等学校 カ リキ ュラム用 日本語学習書の開発 に関す るものであ ったが 、ネオ

ス トゥプニは、主 として言語獲得お よび言語能力 の理論面 の分野で 出版 していた。二人 とも明白

に 日本語教授 の方 法論へ の傾 きを示す研 究者 である。 ネオス トゥプニの関心の方向 を如実 に示 す

著作 に、東京 で1982年 に 日本語で 出版 され た 『Comm皿icationwithForeigners』 が あ る。

モナシ ュ大学のハ ロル ド ・ロウ(HaroldRowe)に よる 日本 の新 聞に関す る論文や、ヘ レン ・

マ リオ ッ ト(H:elenMarriot)に よ る 日本語 の助詞 に関す る論文が い くつかの雑誌 に発表 され る

な ど、モナ シュ大学 は80年 代 初頭か らず っと 日本語研究 の中心機関 となってい る。今 はニ ュージー

ラン ドのマセ イ大学 にい る大野清 治は、その ころニ ューカ ッスル大学 にいて、活発 に 日本語の文

法 に関す る論文 を発表 していた。一方、 シ ドニー大学 のH.D.B.ク ラ ー ク(前 述)は 、1981年

に 『ColloquialJapanese,』(Routledge)を 出版 した。ANUで は 、イギ リス人の学者、アンソニ ー ・

バ ックハ ウス(AnthonyBackhouse)が 、80年 代 前半 を通 して 日本語 の言語 学的側面 について

の論 文 を各 種雑 誌 に精 力 的 に発 表 して い た。1993年 にバ ックハ ウス は、 『TheJapaneseLan-

guage:AnIntroduction』(OxfordUniversityPress)を 出 版 している。

80年 代 の 中期 には、上述 の学者が、言語教 授法、社会言語学、文 法、方言、意味論 などの分野

で 出版 活 動 を続 けて い た。1984年 に 大 野 清 治 は、 『AGenerativeGrammaticalAnalysisof

JapaneseComplementConstructions』(名 古 屋、 中 日出版)を 上梓 してい る。1984に は また、

短 い論文や教科書 な どで構成 される 日本語 シ リーズが モナシュ大学か ら発刊 された。ジ リ ・ネオ

ス トゥプニ は、 ローマ字 や 日本語 の基本的 な語彙 につ いての論文や、 日本人 との交流につ いての
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教科書 など、単独 の著者 として あるいは共 同著者 として、 この シリーズの多 くを執筆 してい る。

後 者 は、 日本 語 シ リーズ中 の小 シ リーズ と してH・ ム ラオ カ、ロ ビ ン ・スペ ンス=ブ ラウ ン

(RobynSpence-Brown)、Y・ イ タニ=ア ダムス(Y」tani-Adams)と の 共著 で出版 されている。

3人 ともモナ シュ大学である。このシ リーズ は、今 までに約14冊 発 行 されている。他 のモ ナシュ ・

シ リーズ は、ヘ レン ・マ リオ ッ ト(HelenMarriot)な どモ ナシュ大 学の学者 ばか りで な く、ス

イ ンバ ー ン技術 大学 のア リナ ・ス コ ウタ リーデ ィーズ(AlinaSkoutarides)な ど、 ビク トリア

州の他の大学の学者 も参加 して色々な言語学的話題 を広 く扱 っている。

1988年 に ドリュー ・ガースルが編 集 した学会発表論文集 『18thCenturyJapan』 に はH,D.B・

ク ラー ク とヒロ コ ・カ ッケ ンブユ ッシ ュ(HirokoQuackenbush、 元ANU、 今 は広 島大学)に

よる論文二 編が掲 載 されてい る。 同 じ年、 クイー ンズ ラ ン ド大学 の ピー ター ・デ ービ ッ ドソン

(PeterDavidson)は 、内山浩道(グ リフ ィス大学)とM・ ブルマ ー(M.Bulmer)と 共 に 『Japanese

fortheTouristIndustry』(H:ospitalityPress,Melbourne)を 出版 した。80年 代 後期 か ら90年 代

初期 にかけて、内山 とデー ビッ ドソ ンは、翻訳 と通訳 に関す る研 究 を各 自盛ん に発表 しは じめた。

ク イー ン ズ ラ ン ド大 学 に い る オー ス トラ リア 人 の学 者、 ジ ュ デ ィ.・ワ カバ ヤ シ(Judy

Wakabayashi)も この 同 じ分野 で活躍 して い る。連邦 政府 の出資 に よるKeyCentreforAsian

LanguagesandStudies(所 長 はアラ ン ・リ ックス)の 設置 と、クイー ンズ ラ ン ド大学 のイギ リ

ス人の学者 ピーター ・デービ ッドソンによる 日本語通訳 プログラムの開発が この分野の研 究 にダ

イナ ミックな影響 を与 えていることには疑い の余地が ない。 この頃ニ ューカ ッス ル大学 にいた大

野清治 は、90年 代 に入 ってか ら再度 日本語 の文法 に関す る著書 を出版 し、同 じ大学の学者、高津

たみえ も 「のだ」構文 に関す る主要 な研究論文 を発表 している。 この15年 間 に、言語学関係 の卒

業論文 や修士 ・博 士論文が非常 に多 く書 かれている ことも特筆 してお きたい。

芸術 とその関連分野における研究 は、間欠的にな されて きた。 日本の芸術 と建築 に関す る出版

物 は、80年 代 を通 じて ピーター ・ア ームス トロング(PeterArmstrong、 シ ドニ ー大学)や ジ ャッ

キ ー ・メ ンジス(JackieMenzies、 ニ ューサ ウス ウェールズ州立美術館)な どのオース トラリア

人の研 究者 による ものが主であ った。 しか し、 この分野で代表的なモ ノグラフといえば、1986年

出版 の、 その ころはANUだ っ たが今 はメルボル ン大学 のウ ィリアム ・コール ドレーク(William

Coaldrake)に よ る翻 訳書 『JapaneseCastles』(講 談 社 イ ンター ナ シ ョナ ル)と 著書 『The

WayoftheCarpenter-ToolsandJapaneseArchitecture』(Weatherhil1・ 東 京・1989年)で

あ る。90年 代 に入 ってか ら、今 シ ドニー大学で教 えてい るイギ リス人の学者 ジ ョン ・クラーク

(JohnClarke)も 現 代 日本美術 につ いてい くつ か論文 を発表 し始めてい る。

日本の音 楽 についての書物 は、80年 代 初期 にシ ドニー大学 のオラ ンダ人学者 、ウ ィレム ・ア ド

リアーンツ(WillemAdriaanz)が 出版 した もの と、少 し後 に同 じ大学 のニュージーラ ン ド人学

者、 アラ ン ・マ レッ ト(AllanMarett)に よ る ものがある。マ レ ットの専門 は、古 典邦楽、特 に

能楽 に使 われる雅楽で ある。 モナ シュ大学 のア リソン ・トキ タ(AlisonTokita)も ま た この頃

か ら古典芸能 につ いて の研究 を始めてい る。

日本の演劇 に関す る研究 は、前述 の3人 が行 っているが、や は り音楽面が強調 されてい る。 日

本の古典 ・民 間 ・現代演劇 のテキス トの分析 や語 りが 中心 の芸能 につ いての研究 は、シ ドニー大

学 の松井 朔子が80年 代 の始 めごろか らその成果 を発表 してい る。 ドリュー ・ガースル もANUの
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主任教授 として在任 中に浄瑠璃 についての研究 を発表 してい る。

日本 の宗教 につ い ての研 究 はこの 時期 に はか な り少 ない。 エ イ ドリア ン ・スノ ッ ドグ ラス

(AdrianSnodgrass、 シ ドニ ー大学)に よる仏像 につ いての研究 と、 ジュデ ィス ・ス ノ ッ ドグ

ラス(JudithSnodgrass、 西 シ ドニ ー大学)に よる現代 の仏教 についての貢献がある ことを記 し

て お きた い。非 常 に短 期 間 であ った が、 ア メ リカ人 の学 者 ヘ レン ・ハ ー ドエー カー(H:elen

Hardacre)が グ リフ ィス大学 の主任教 授 だ った ころ、新興宗教 と神道 について の研究 を進 めて

いたが、大 きな貢献 をす る間 もな く離豪 して いる。

総論

以上、人文科学方面の学術研究を総覧 してみて、シ ドニー大学をはじめ、クイーンズランド大

学、グリフィス大学、ANU、 モナシュ大学、ラ ・トローブ大学、ニューカッスル大学、タスマ

ニア大学など、日本センターや日本研究学科のある大学にほぼ限られていることがわかる。とは

いっても他の大学からの重要な貢献がないわけではない。また、学術機関以外の学者による貢献

もたまにある。ここではとり扱わなかった社会科学 を入れるとするとその様相はまた少 し変わっ

てくるはずである。一概 に、健全で活発な学術的環境が、オース トラリアにおける旺盛な研究活

動の基本的な必要条件であるといえる。そのような環境 を培 うには時間が必要で、確固とした学

術的能力を持つ大学院生や職員が輩出するようになるまでには何年 もかかるのが普通である。ま

た、上記の総覧からわかるように、主に日本、アメリカ、イギリスから、その他 ヨーロッパの国々

からの外来研究者による貢献なくしては、今 ほど活発な日本研究の力は生 まれ得なかったことは

言うまで もない。

しかし、最近任命された日本学科主任教授4人 全員がオース トラリア生まれ、あるいは少なく

ともオース トラリアで教育を受けていることから、大学の重職の 「オース トラリア化」が起こっ

ていることは嘱目に値することである。この現象は、この10年 間に日本研究が大 きく飛躍 し、新

しい主任教授の席が創設されたことにともなって起こったものである。とくに日本語を学習する

学生の数はこの時期に3倍 になり、この急増は色々な問題を生 じると共に教員数の急増 ももたら

した。ある調査によると、オース トラリアの人ロー人あた りの日本語履修学生数は、 日本以外の

国では、世界一というほどである。

ここ15年 間に、オース トラリアの大学の数 も80年代初期の16大学から今の38大 学(2大 学を除

いてすべて公立)へ と倍増 している。これは小規模の専門大学校を数校合併 して新 しい総合大学

を作 った り、既存の総合大学に併合 したりした結果の急増である。日本研究分野のこうした学生

数と教員数の増加には、それに見合 うだけの必要資源、とくに政府が支給する財政資源の増大が

あってしかるべきだが、これはなかなか追い付いていない。その結果、図書や言語学習用の特殊

設備などの基礎的なインフラス トラクチャーを含む必要資源が足 らず、今の需要を満たしきるこ

とができないでいる。このような資源不足は、日本研究の各種専門分野の水準に影響 を与えざる

を得ないだろう。 しか しその一方、図書や教官のいる教育機関へ出かけて行 くことが多くなるた

めに、大学間の学生交流、とくに大学院の学生の交流が盛んになると予想される。

一般的な動向をみると、各大学はそれぞれある研究分野の伝統を培っている。シドニー大学は

日本文学、モナシュ大学は日本言語学、クイーンズランド大学は翻訳/通 訳 という具合である。

1-111



し か し、 そ れ ぞ れ の 伝 統 が 、 ど の 程 度 今 の オ ー ス トラ リ ア の 思 想 界 で 受 け 入 れ ら れ て い る 一 般 的

な 理 論 上 の あ る い は 概 念 上 の 思 考 法 を取 り入 れ て い る か 、 オ ー ス ト ラ リ ア 独 特 の 日本 研 究 と い え

る か ど う か に は 疑 問 が 残 る 。 こ の 分 野 で 活 躍 す る 海 外 か らの 研 究 者 の 数 の 多 さ 、 そ し て オ ー ス ト

ラ リ ア で 短 期 間 教 え て 自 国 へ 帰 る そ の 入 れ 替 わ り の 激 し さ を 考 え る と 、 オ ー ス トラ リ ア に お け る

一 般 的 な 思 想 傾 向 は 日本 や ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス で 今 優 勢 な 思 想 傾 向 と あ ま り差 が な い の で は な い

か と思 わ れ る 。 オ ー ス トラ リ ア に お け る 日本 に つ い て の 研 究 の な か で 、 他 国 の 研 究 に 影 響 を及 ぼ

して い る 分 野 は 少 な い が 、 言 語 教 授 法 あ る い は 応 用 言 語 学 、 と く に 社 会 言 語 学 の 分 野 が そ の 一 つ

で あ る 。 日 本 の 文 芸 作 品 を 、 米 語 や イ ギ リ ス 英 語 で は な く オ ー ス トラ リ ア 英 語 に 翻 訳 し た も の は

も ち ろ ん ユ ニ ー ク に は 違 い な い が 、 そ れ が 他 国 に イ ンパ ク トを 与 え る か ど う か は 疑 わ しい 。 最 後

に 、 歴 史 以 外 の 人 文 科 学 の 分 野 に お け る オ ー ス ト ラ リ ア と 日本 の 比 較 研 究 は ま だ 希 少 だ が 、 社 会

科 学 は 別 の よ う で あ る 。 こ の20年 間 に オ ー ス ト ラ リ ア の 経 済 、 社 会 、 歴 史 、 文 学 そ して 言 語 に つ

い て の 土 着 の 研 究 が モ メ ン トを 得 て 加 速 す る に つ れ 、 出 版 量 の 雪 崩 現 象 が 起 こ っ て い る と い っ て

もい い こ と を 考 え る と 、 比 較 研 究 的 ア プ ロ ー チ も 大 き な 未 来 が 開 け て い る の か も知 れ な い 。
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